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第 1 章 エグゼクティブサマリー 
 

本レポートは、AI 搭載型特許検索ツール「Perplexity Patents 」の登場が知的財産（IP）インテ

リジェンスの分野に与える影響を多角的に分析し、その技術的基盤、市場での位置付け、そし

て既存の専門ツールとの関係性を明らかにすることを目的とする。 

結論として、Perplexity Patents は、特許調査の「民主化」において画期的な一歩を記すもの

である。自然言語による対話形式のインターフェースは、これまで専門家でなければ困難であ

った特許情報へのアクセスを、研究開発（R&D）担当者や技術者、さらには学生といった幅広

い層に開放した。特に、イノベーションの初期段階、すなわちアイデアの着想や技術動向の把

握といった「トップ・オブ・ファネル」のニーズに対して、迅速かつ直感的なソリューション

を提供する。 

しかしながら、そのアクセシビリティの高さは、専門的な特許実務の厳格な要求事項をすべて

満たすものではない。特に、事業の自由度（Freedom- to-Operate, FTO）調査や特許無効化調

査といった、法的責任を伴う高リスクな業務においては、市場にはより専門化され、方法論的

に異なるアプローチを採用する AI ツール群が存在する。本レポートでは、これらのツールを主

要な AI 技術（セマンティック検索、引用ネットワーク分析、グラフ AI）に基づいて分類し、

それぞれの長所と短所を比較検討する。 

さらに、知的財産を取り扱う上で最も重要な要素であるデータプライバシーの問題は、

Perplexity Patents のような汎用 AI プラットフォームを基盤とするツールにとって、依然とし

て重大な懸念事項である。発明のアイデアという機密性の高い情報を扱うユーザーにとって、

データの取り扱いに関する透明性とセキュリティは、ツール選定における決定的な要因とな

る。 



以上の分析を踏まえ、本レポートは、今後の IP 専門家には単一のツールに依存するのではな

く、各ツールの特性を理解し、調査の段階や目的に応じて複数のツールを使い分ける「ハイブ

リッド」アプローチが不可欠であると提言する。Perplexity Patents は、この新しいワークフ

ローの重要な入り口として機能する一方で、その限界を正確に認識し、より専門的なツールと

組み合わせることで、AI 時代における知的財産戦略の価値を最大化することが可能となる。 

 

第 2 章 Perplexity Patents ：アクセシビリティのパラダ

イムシフト 
 

 

2.1 ミッション：知的財産インテリジェンスの民主化 
 

Perplexity Patents の発表は、知的財産情報の利用における長年の課題を解決するという明確

なビジョンに基づいている 1。その核心にあるのは、専門家以外の人々を知的財産の世界から疎

外してきた障壁を取り除くというミッションである。 

従来、特許調査は「正確なキーワードの組み合わせと難解な構文の知識」を必要とするシステ

ムに依存してきた 1。専門的なプラットフォームは「高価」であり、習熟するには「かなりのト

レーニングが必要」であったため、結果として「専門家以外の人々は傍観者」となっていた 1。
この状況は、イノベーションの源泉である広範な知識へのアクセスを一部の専門家に限定し、

多くの技術者や研究者がその恩恵を十分に享受することを妨げてきた。 

Perplexity Patents は、この構造的な問題を解決するために設計された。その目的は、誰もが

特許情報にアクセスし、迅速かつ明確な回答を得られる新しい時代を切り開くことにある 1。こ

れは、単なる新しい検索ツールの提供に留まらず、知的財産というエコシステムへの参加者を

拡大し、イノベーションのサイクルを加速させるという、より大きな目標を掲げている。この

アプローチは、市場における既存の高コストな専門ツールに対する典型的な「ディスラプショ

ン（破壊的革新）」の物語であり、これまで十分なサービスを受けられなかったエンジニア、

研究者、ビジネスリーダーといった広大な層を新たなターゲットとして設定している 1。 

 

2.2 ユーザーエクスペリエンス：対話型で文脈を理解する検索 
 



Perplexity Patents の最も際立った特徴は、そのユーザーエクスペリエンスにある。複雑なコ

マンドや演算子の代わりに、日常的な言葉による対話を通じて調査を進めることができる。 

ユーザーは、「言語学習のための AI に関する特許はありますか？」といった自然言語の質問を

投げかけるだけでよい 1。システムは対話形式で機能し、複数の質問にわたって文脈を維持する

ため、ユーザーは調査を最初からやり直す必要なく、深掘りしたり、異なる発明を比較したり

するための追加質問を続けることができる 1。さらに、システムは自律的に関連するトピックを

提案し、新たな研究の方向性を示唆することもある 1。 

検索結果は、インラインビューアと原文への直接リンク付きで提供され、情報の確認が容易に

なっている 1。このユーザーフレンドリーなインターフェースは、親会社である Perplexity AI
の検索エンジンと同様の体験を提供し、多くのユーザーにとって馴染みやすいものとなってい

る 8。 

この対話モデルは、ユーザーにかかる認知的負荷を劇的に低減させる。従来のブール検索が要

求する、試行錯誤を繰り返す厳格なプロセスは、多くの非専門家にとって「急な学習曲線」と

して立ちはだかっていた 10。対話を通じて検索を洗練させ、方向転換できる能力は、まさに

Perplexity Patents が掲げるアクセシビリティというミッションの中核をなす設計思想であ

る。 

 

2.3 提供形態とアクセスモデル 
 

Perplexity Patents は、世界中のユーザーが利用できるグローバルベータ版として提供が開始

された。ベータ期間中は、すべてのユーザーが無料で利用できる 1。これは、親会社のフリーミ

アムモデルを踏襲した戦略である 10。有料プランである Perplexity Pro および Max の加入者

は、追加の利用枠やモデル設定オプションといった、より高度な機能を利用できる 1。 

このフリーミアム戦略は、知的財産の分野において両刃の剣となりうる。一方で、無料でのア

クセスは、ユーザー獲得のための強力な戦略であり、これまで特許調査に馴染みのなかった幅

広い層（学生、個人発明家など）を惹きつけることに成功するだろう。これらのユーザーは、

自然言語検索の容易さを通じて、初期のアイデア検証を手軽に行うことができるようになる。 

しかし、ここに潜在的なリスクが存在する。特許出願のための包括的な先行技術調査や、製品

発売前の FTO 調査は、単なる情報検索とは全く異なる専門的な業務である。これらは、体系的

な調査戦略、法的なニュアンス（クレーム解釈など）の理解、そして後日の検証に耐えうる調

査記録の作成を必要とする。Perplexity Patents のシームレスな UI は、こうした低リスクな調

査と高リスクな調査の間の決定的な違いをユーザーに意識させない可能性がある。無料版の性



能に感銘を受けたユーザーが、そのツールが FTO 調査のような法的・商業的に重大なタスクに

も十分対応できると誤解してしまう危険性がある。もしユーザーがこの誤解に基づき事業判断

を下した場合、例えば重要な先行技術を見逃して特許が無効になったり、侵害訴訟に巻き込ま

れたりするなど、壊滅的な結果を招きかねない。したがって、Perplexity Patents の最大の強

みである「アクセシビリティ」は、ユーザーに対してその適用範囲と限界が適切に伝えられな

ければ、逆に最大の弱点にもなりうる。このツールは、プロセスの「始まり」を民主化する

が、専門領域の「すべて」を民主化するわけではない。 

 

第 3 章 アーキテクチャ詳解：Perplexity Patents を支え

る技術 
 

 

3.1 コアエンジン：セマンティック検索と概念マッチング 
 

Perplexity Patents の技術的な根幹をなすのは、「厳密なキーワードマッチング」を超えるセ

マンティック（意味的）検索能力である 1。これは、ユーザーが入力した言葉そのものではな

く、その言葉が持つ「意味」や「概念」を理解して検索を行う技術である。 

例えば、ユーザーが「フィットネストラッカー」と検索した場合、従来のキーワード検索では

その単語を含む特許しか見つけられない可能性が高い。しかし、Perplexity Patents は意味的

な関連性を理解するため、「アクティビティバンド」「歩数計ウォッチ」「健康モニタリング

ウェアラブル」といった、ユーザーが直接入力していない同義語や関連語句を含む特許も検索

結果として提示する 1。この能力は、単なる文字列の一致ではなく、「何を意図しているか

（what you mean, not just what you type ）」を捉えることを目的としている 12。 

この概念マッチングにより、従来の検索手法では見逃されがちだった「決定的な先行技術」を

発見できる可能性がある 1。用語の揺れは、特に技術分野において先行技術調査を困難にする主

要な要因の一つであり 10、セマンティック検索はこの問題を緩和する上で、Google Patents の

ような従来の無料ツールに対する明確な優位性となる。 

 

3.2 エージェント型リサーチフレームワーク 
 



Perplexity Patents のシンプルなインターフェースの背後には、「最先端のエージェント型リ

サーチシステム」が存在する 1。これは、単一の検索クエリを実行するだけでなく、自律的な調

査プロセスを組み立てる AI エージェントである。 

Pe rplexity AI によると、この AI リサーチエージェントは、ユーザーからの複雑な質問を「具

体的な情報検索タスク」に分解する 1。これらのタスクは、「エクサバイト規模の検索インフラ

ストラクチャ」上に構築された「特別な特許知識インデックス」に対して実行される 1。エージ

ェントは、最初の検索結果を基に、さらなる「フォローアップリサーチ」を進め、最終的に数

十から数百の関連資料を統合・分析して回答を生成する 1。 

このエージェント型フレームワークは非常に強力である一方、専門的な特許調査の観点からは

重大な課題を内包している。それは、「説明可能性と能力のトレードオフ」である。特許訴訟

や法的な意見書作成といった公式な場面では、調査プロセスそのものが法的証拠となりうる。

調査者は、どのデータベースを、いつ、どのような検索式（ブール論理式や分類コードを含

む）で検索したかを詳細に記録したログを保持する必要がある。このログは、調査の網羅性と

信頼性を担保するものであり、法廷での精査対象となることもある。 

しかし、Perplexity Patents のエージェント型システムは、その性質上、内部の「思考プロセ

ス」がユーザーからは見えないブラックボックスとなる。AI がどのような判断でフォローアッ

プ調査を行い、最終的にどの検索タスクを実行したのか、その全容をユーザーが正確に追跡

し、記録することは不可能である。このプロセスの不透明性は、調査結果から法的に防御可能

な結論を導き出すことを困難にする。したがって、このフレームワークは発見や探索といった

用途には非常に優れているものの、その結果の法的信頼性が問われる場面においては、現時点

では不向きであると言わざるを得ない。この特性は、ツールの適用範囲をイノベーションライ

フサイクルの初期段階（R&D、ブレインストーミング）に限定し、後期段階（法的検証、訴訟

支援）での利用を妨げる根本的な制約となっている。 

 

3.3 コーパスの拡張：非特許文献（NPL）の統合 
 

Perplexity Patents の最もユニークで先進的な特徴の一つは、その調査範囲が特許文献に限定

されない点にある。 

このツールは、必要に応じて「学術論文、公開ソフトウェアリポジトリ、そして新しいアイデ

アやブレークスルーが最初に登場したその他の情報源」も調査対象に含める 1。これには、ブロ

グ、動画、さらにはコンピュータコードといった、従来の先行技術調査では見過ごされがちな

非定型的な情報源も含まれる 1。 

先行技術は特許公報の中にのみ存在するわけではなく、あらゆる公知の情報が該当しうるた



め、このアプローチは極めて重要である。特にソフトウェアや AI のような変化の速い分野で

は、最新の技術が特許として公開される前に、学術論文や GitHub のようなプラットフォーム

で開示されることが頻繁にある。これらの非特許文献（NPL）をシームレスに検索できる機能

は、技術の最先端を把握しようとする R&D チームにとって非常に強力な武器となる 1。ただ

し、特許データベースや査読付き学術雑誌といった整理された情報源とは異なり、ウェブ上の

多様な情報源を扱うことは、情報の信頼性や恒久性の評価という新たな課題も生じさせる。 

 

第 4 章 戦略分析：市場での位置付け、強み、および内在

するリスク 
 

 

4.1 主な強みと市場機会 
 

● アクセシビリティと使いやすさ： 専門家ではない広大な新規市場（非専門家）への参入障

壁を劇的に引き下げる 1。 
● 初期発見の迅速性： 初期段階のアイデア検証や技術探索において、文脈を理解した回答を

迅速に提供する 6。 
● NPL 検索の統合： 学術文献やウェブソースを検索範囲に含めることで、多くの特許専用

データベースとは一線を画し、イノベーションの全体像をより包括的に捉えることができ

る 1。 

 

4.2 確認された弱みと限界 
 

● プロフェッショナル向け機能の欠如： 現行のベータ版では、エンタープライズ向けプラッ

トフォームに標準的に備わっている高度なフィルタリング、分析、共同作業、エクスポー

トといった機能が不足している 10。訴訟や FTO 調査のための専門ツールの代替にはなら

ない 10。 
● 「ブラックボックス」問題： エージェント型フレームワークは、公式な法的調査に求めら

れる透明性と防御可能性を欠いている（1から導出される分析）。 
● 親プラットフォームへの依存： 独立した IP インテリジェンススイートではなく、

Perplexity AI 内の機能の一つである。そのため、将来的な開発は、IP コミュニティの特定



のニーズよりも、親会社のより広範な目標に左右される可能性がある。 

 

4.3 運用上のリスクとユーザーの懸念 
 

● データプライバシーと機密性： これは、新規発明を開発するユーザーにとって最も重要な

懸念事項である。 
○ 具体的な懸念： Reddit のあるユーザーは、「ドメインの先買い（domain front -

running）」を例に挙げ、「二次的なデータ漏洩をどう防ぐのか？」という深刻な懸念

を表明している 15。これは、Perplexity が意図的に悪用しなくても、エージェントが

サードパーティのサイトとやり取りする過程で、ウェブの「漏洩しやすさ」によって

クエリデータが外部に漏れるリスクを指摘するものである 15。この姿勢は、「ログも

記録も保持しない」方針を明確に掲げ、ユーザーデータがモデルの学習に使われない

ことを強調する競合の PQAI とは対照的である 16。Perplexity 自体の一般的な安全性

評価においても、そのデータ収集慣行から「やや危険」と評価された例もある 17。 
○ 分析： 発明家や企業にとって、特許出願前の発明アイデアの機密性は絶対的なもので

ある。どんなに小さなデータ漏洩のリスクであっても、それが認識された場合、プロ

の IP コミュニティからの信頼を得る上で大きな障害となる。これは Perplexity が克

服すべき重大な課題である。 
● 誤用のリスク：パテント・トローリングの助長 

○ 具体的な懸念： 同じ Reddit のスレッドでは、「スーパーチャージされた」パテン

ト・トロールの危険性が指摘されている 15。LLM（大規模言語モデル）が悪用されれ

ば、ユーザーのクエリから新たな技術トレンドを特定し、わずか 65 ドル程度の安価

な仮出願を行うことで、真の発明家を「先回り」するプロセスが自動化されかねない 
15。あるユーザーは、「これでパテント・トロール問題が緩和されることは間違いな

いだろうね（皮肉）」とコメントしている 15。 
○ 分析： これは倫理的かつ業界レベルの深刻な懸念である。技術的な「ホワイトスペー

ス」の探索と特定を容易にすることで、このツールは意図せずして悪意ある行為者を

武装させてしまう可能性がある。使いやすさの向上は、発明家だけでなく、搾取者の

参入障壁をも引き下げるのである。 
● 親会社からの評判リスク： 

○ 具体的な事実： 親会社である Perplexity AI は、Forbes などの大手報道機関から、適

切な出典を示さずに調査報道を「盗用」したとして公に非難されている 18。 
○ 分析： 信頼は、法律や知的財産の分野における極めて重要な通貨である。親会社に対

する評判の毀損、特にデータの完全性や適切な帰属表示に関する問題は、必然的に

Perplexity Patents の信頼性にも影響を及ぼし、慎重なプロユーザーによる採用を妨

げる要因となるだろう。 



 

第 5 章 競合ランドスケープ：AI 特許検索方法論の比較分

析 
 

AI 特許検索市場は単一の市場ではなく、その中核をなす AI 方法論によって定義される、それ

ぞれ特徴の異なるサブマーケットの集合体として理解すべきである。Perplexity Patents はこ

れらのサブマーケットの一つで競争しているが、他の領域では専門的なプレーヤーからの挑戦

を受けている。 

 

5.1 セマンティック検索の先駆者（「何を意味するか」アプローチ） 
 

● 主要プレーヤー： Perplexity Patents 、PQAI (Patent Quality Artificial Intelligence) 、

Google Patents (AI 機能) 
● コア技術： 自然言語処理（NLP）や BERTのようなベクトル埋め込み技術を利用し、ユー

ザーのクエリが持つ概念的な意味を理解し、キーワードが一致しなくても類似した概念を

持つ文献をマッチングさせる 12。 
● 深掘り分析 -  PQAI： 

○ 特徴： PQAI は、AT&T などの支援を受けるオープンソースの非営利プロジェクトで

ある 12。Perplexity と同様に「特許検索の民主化」を掲げているが 16、その最大の差

別化要因は、プライバシーに対する強力かつ明確なコミットメントにある。「我々は

あなたの検索クエリを保存も追跡もしない」と明言している 16。機能面でも、単なる

検索にとどまらず、概念抽出ツール、類似キーワード検索、CPC/IPC 分類検索、さら

には米国特許商標庁（USPTO）の審査部門（Group Art Unit, GAU）を予測するツール

など、発明家や特許専門家向けに特化した豊富な機能群を提供する 19。無料プランに

加え、パワーユーザーや API アクセス向けに月額 20 ドルの PQAI+プランも用意され

ている 16。 
○ 分析： PQAI は、「手軽なセマンティック検索」というカテゴリーにおいて、

Perplexity Patents の最も直接的な競合相手である。同等のユーザーエクスペリエン

ス（自然言語入力）を提供しつつ、知的財産を扱うユーザーにとって重要な 2 つの大

きな利点、すなわち強力なプライバシーポリシーと発明家向けの専門ツール群を兼ね

備えている。また、オープンソースであることもコミュニティからの信頼醸成に寄与

している 22。 

 



5.2 引用ネットワークの専門家（「何と繋がっているか」アプローチ） 
 

● 主要プレーヤー： Ambercite  
● コア技術： このアプローチは、テキストベースの検索とは根本的に異なる。特許間の引用

関係（ある特許が他の特許を引用する関係）のネットワークを主要なデータソースとして

活用する。その根底には、特許審査官や出願人が既に関連文献をリンクさせているという

考えがある。この引用グラフにネットワーク分析と AI を適用することで、全く異なる用

語を使い、セマンティック検索やキーワード検索では見逃してしまうような概念的に類似

した特許を発見できる 12。 
● 深掘り分析 -  Ambercite ： 

○ 特徴： Ambercite 独自の AI は、引用リンクを前方・後方にたどり、ネットワーク上

の関係性に基づいて特許をスコアリングし、ランク付けする 12。「キーワードが見逃

すものを発見する」ツールとして位置づけられ、特に「無効化調査」や「FTO 分析」

に最適とされる 12。独立した調査では、従来の検索を補完する形で使用した場合、検

索品質を最大 46%向上させることが示されている 23。一流の IP 専門家からは「ミッ

ションクリティカル（業務遂行に不可欠）」と評価されている 23。そのワークフロー

は、1 つまたは複数の「シード（種）」となる特許を入力し、それらに類似した特許

を見つけ出すというものである 25。 
○ 分析： Ambercite は、Perplexity Patents がターゲットとする初期段階のユースケー

スにおける直接的な競合ではない。むしろ、専門的な第二段階のツールである。ユー

ザーは、まず Perplexity を使って関連性の高い特許をいくつか見つけ出し、次にそれ

らの特許を Ambercite のシードとして使用することで、「隠れた」先行技術を求め

て、より深く厳密な調査を行うことができる。これは、複数のツールを組み合わせた

ワークフローの必要性が高まっていることを示唆している。 

 

5.3 グラフ AI パラダイム（「どのように機能するか」アプローチ） 
 

● 主要プレーヤー： IPRally 
● コア技術： 特許データをナレッジグラフとして表現する。このグラフでは、技術的特徴が

ノード（点）、それらの関係性がエッジ（線）で表される 27。単に概念をマッチングさせ

るのではなく、発明の「構造」をマッチングさせる。ユーザーが発明を説明すると、

IPRally の AI がそれをグラフ構造（マインドマップのようなもの）に変換し、類似した技

術構造を持つ特許を見つけ出す 28。この AI は、何百万もの特許審査官による引用情報を

基に学習しており、技術的な類似性に焦点を当てている 28。 
● 深掘り分析 -  IPRally： 



○ 特徴： IPRally では、自由記述のテキストで検索を開始でき、「Refine  AI」機能がそ

れを最適化されたクレーム形式の言語に変換してくれる 28。「キーワードだけでな

く、アイデアで検索する」ことを可能にするツールとして宣伝されている 19。重要な

特徴はその透明性であり、ユーザーは AI が自身の入力をどのように解釈し、ナレッジ

グラフを構築したかを確認できる。これにより、「説明可能な AI」としての側面を持

つ 27。ユーザーからは「的確な先行技術」を見つけ出す能力が高く評価されており、

ブール検索の複雑さから脱却する手段（「Bye  Bye  Boolean」）と見なされている 
30。また、特許分析用の AI アシスタント「Ask AI」やカスタム AI 分類器といった高

度な機能も搭載している 28。 
○ 分析： グラフ AI は、セマンティック検索がさらに洗練された進化形と見なすことが

できる。それは「これは何に関するものか？」という問いから、「この発明の構成要

素はどのように繋がっているか？」という問いへと移行する。これは、要素の特定の

組み合わせや関係性が新規性・進歩性を定義する FTO 調査や特許性調査において、極

めて価値が高い。また、グラフによる「説明可能性」は、ブラックボックス問題を緩

和し、自身の調査ロジックを理解し、防御する必要があるプロユーザーにとって、よ

り受け入れやすいものとなっている。 

 

5.4 エンタープライズ・インテリジェンス・プラットフォーム（「オール

インワン」アプローチ） 
 

● 主要プレーヤー： Patsnap、PatSeer、Derwent Innovation 、Orbit Intelligence  
● コア技術： これらは単なる検索ツールではなく、包括的なインテリジェンス・スイートで

ある。複数の検索方法論（ブール、セマンティック、時には引用分析）を、検索後の分

析、可視化、共同作業、モニタリングといった膨大なツール群と組み合わせている 13。こ

れらのプラットフォームは、膨大かつ整理された特許および NPL のデータセットを基盤

としている 33。 
● 深掘り分析 -  Patsnap & PatSeer ： 

○ Patsnap の特徴： Patsnap は、数十億のデータポイントで学習した垂直統合型の AI
スタックを持つエンタープライズプラットフォームである 13。新規性調査や特許ドラ

フティングといった特定のタスクのための「AI エージェント」を提供する 36。競合他

社の技術マッピング、ホワイトスペース分析、自動アラート、共同作業用ダッシュボ

ードなどの機能を備えている 37。ベンチマークテストでは、自社の AI が汎用モデルを

大幅に上回る性能を示したと主張している 33。潤沢な IP 予算を持つ組織向けの高コス

トなソリューションである 13。 
○ PatSeer の特徴： PatSeer は、セマンティック検索とブール検索を組み合わせた「ハ

イブリッド AI＋エキスパート検索プラットフォーム」を提供する 35。ユーザーをガイ



ドする「AI コパイロット（PatAssist）」 13、意匠向けの AI 画像検索 14、そして強力

な分析・可視化ツールを特徴とする 40。1 万人以上のプロフェッショナルに利用され

ており、R&D チームから IP 専門家まで、さまざまなニーズに応える複数のエディシ

ョンを提供している 35。価格はエンタープライズレベルである 42。 
○ 分析： これらのプラットフォームは、Perplexity の「低コスト」という物語がターゲ

ットとする既存の強力なプレーヤーである。企業の知財部門や法律事務所にエンドツ

ーエンドのソリューションを提供し、その価値は検索そのものだけでなく、それを取

り巻くワークフロー管理や戦略的分析能力全体にある。Perplexity Patents は、現時

点ではこのエンタープライズ・スイートのカテゴリーで競合するものではない。 

 

5.5 日本国内市場 
 

● 主要プレーヤー： Patentfield AIR、Tokkyo AI、AI Samurai 
● 特徴： これらのツールは、日本市場に特化した機能と価格モデルを提供している。

Patentfield AIR は大量の文献処理に優れ、Tokkyo AI は検索履歴のプライバシー保護を強

調している 43。価格帯は、月額 15,000 円（Tokkyo AI）から基本料金 55,000 円（AI 
Samurai）までと様々である 43。 
○ 分析： この事実は、専門化されたローカル言語のツールが活発な市場を形成している

ことを示しており、日本のユーザーにとって重要な文脈を提供する。AI 特許検索のラ

ンドスケープが、米国や欧州のプレーヤーだけで構成されているわけではないことを

明確に示している。 

 

第 6 章 ユースケース適合性マトリクス：タスクに適した

ツールの選択 
 

本章では、前章までの競合分析を統合し、明確で実用的な比較フレームワークを提供すること

で、具体的なツール選択の指針を示す。その中核となるのが、以下の比較マトリクス表であ

る。 

この表は、単なる機能の羅列ではない。ユーザーが直面するであろう「Perplexity Patents と

は何か」という問いの先にある、「この新しいツールは私のワークフローにどう適合し、現在

使用している、あるいは使用しうる他のツールと比べてどうなのか？」という、より本質的な

問いに答えるために設計されている。AI 特許検索市場が、それぞれに特化したツールが乱立す



る断片化された市場であることを踏まえ、この表は、特定のニーズを持つユーザー（例えば、

アイデア検証段階のスタートアップ創業者や、無効化調査を行う特許訴訟担当者）が、自身の

目的に最も合致するツールを迅速に特定できるよう、戦略的な意思決定を支援するものであ

る。 

 

表 6.1：AI 特許検索プラットフォーム比較マトリクス 
 

特徴 Perplexity 
Patents  

PQAI Ambercite  IPRally  Patsnap / 
PatSeer  

コア AI 技

術 
セマンティ

ック検索

（LLM ベー

ス）＆エー

ジェント型

フレームワ

ーク 

セマンティ

ック検索

（NLP/BER
T ベース） 

引用ネット

ワーク分析 
グラフ AI
（ナレッジ

グラフ） 

ハイブリッ

ド（セマン

ティック、

ブール、AI
エージェン

ト） 

主要ユース

ケース 
初期段階の

アイデア検

証、R&D に

おける発

見、技術ラ

ンドスケー

プ調査 

発明家/スタ

ートアップ

向けの新規

性調査、先

行技術発見 

無効化調

査、訴訟支

援、「隠れ

た」先行技

術の発見 

FTO 調査、

特許性分

析、複雑な

無効化調査 

IP ライフサ

イクル管理

全般、ポー

トフォリオ

分析、競合

他社情報分

析 

ターゲット

ユーザー 
R&D 専門

家、エンジ

ニア、学

生、知的好

奇心を持つ

非専門家 

個人発明

家、スター

トアップ、

学生、予算

を重視する

特許専門家 

特許訴訟担

当者、専門

調査員、ラ

イセンス担

当者 

特許弁理

士、IP マネ

ージャー、

複雑な技術

分野の R&D
チーム 

企業の知財

部門、大手

法律事務

所、R&D 組

織 



データソー

ス 
特許、学術

論文、コー

ドリポジト

リ、一般ウ

ェブ 

特許（68
庁）、1 億

件以上の研

究論文 

グローバル

特許引用ネ

ットワーク

（約 1.75億

件の引用） 

グローバル

特許データ

ベース 

膨大かつ整

理された特

許（170 以

上の法

域）、

NPL、法的

データ 

主な差別化

要因 
NPL/ウェブ

検索のシー

ムレスな統

合、対話型

UI 

強力なプラ

イバシーポ

リシー

（「ログな

し」）、オ

ープンソー

ス、発明家

向け専門ツ

ール 

テキスト/キ
ーワードに

非依存、審

査官/出願人

の知見を活

用 

ナレッジグ

ラフによる

「説明可能

な AI」、発

明の構造的

理解 

分析、可視

化、共同作

業ツールの

統合スイー

ト 

価格モデル フリーミア

ム（無料ベ

ータ版、

Pro/Max 加

入者向けに

制限緩和） 

フリーミア

ム（無料プ

ラン、パワ

ーユーザー

向け有料

PQAI+） 

サブスクリ

プション制

（プロフェ

ッショナ

ル） 

サブスクリ

プション制

（プロフェ

ッショナ

ル） 

エンタープ

ライズ・サ

ブスクリプ

ション（高

額、通常シ

ート単位） 

指摘される

限界 
「ブラック

ボックス」

なプロセ

ス、データ

プライバシ

ー懸念、公

式な法的見

解には不向

き 

エンタープ

ライズ・ス

イートに比

べワークフ

ロー/分析機

能が少ない 

調査開始に

関連する

「シード」

特許が必

要、引用の

無い新分野

には不向き 

単純なセマ

ンティック

検索より学

習曲線が急 

単純な検索

タスクには

過剰に複雑

な場合があ

る 

 



第 7 章 将来展望と戦略的提言 
 

 

7.1 不可逆的なシフト：ブール検索の支配の終焉 
 

従来のブール検索は、その精度から特定の場面で引き続き役割を担うものの、特許調査のデフ

ォルトのアプローチは、より直感的で AI 駆動型のパラダイムへと急速に移行している。

Perplexity Patents やその競合が提供する使いやすさと概念的な検索能力は、ユーザーの期待

を新たなレベルへと引き上げている。この変化は不可逆的であり、IP 専門家にとって、AI 検索

を使いこなす能力は、もはや選択肢ではなく、中核的なコンピテンシーとなりつつある。 

 

7.2 ハイブリッド・ワークフローの台頭：専門知識の代替ではなく、増強 
 

最も効果的な IP 専門家は、単一の「最高の」ツールに依存するのではなく、専門化された AI
ツール群を巧みに組み合わせ、調査の各段階で最適なツールを使い分ける戦略家となるだろ

う。AI 方法論（セマンティック、引用、グラフ）がそれぞれ異なる強みと弱みを持つ以上、そ

れらを補完的に活用するワークフローが論理的かつ効率的である。 

具体的なハイブリッド・ワークフローは以下のように想定される： 

● ステージ 1（発見）： Perplexity Patents や PQAI のような広範なセマンティック検索ツ

ールを使い、自然言語でアイデアを記述して、技術ランドスケープを迅速に概観し、いく

つかの重要な先行技術文献を特定する。 
● ステージ 2（深掘り）： ステージ 1 で特定した最も関連性の高い特許を「シード」とし

て、Ambercite のような引用分析ツールに入力し、異なる用語体系で書かれた密接に関連

する先行技術を発掘する。 
● ステージ 3（構造分析）： 重要な FTO 分析を行う際には、IPRally のようなグラフ AI ツ

ールで自社の発明のクレームをモデル化し、侵害リスクが最も高い、同じ機能構造を持つ

特許を特定する。 
● ステージ 4（管理と分析）： 調査プロセス全体を管理し、トレンドを分析し、関係者と共

同作業を行うために、Patsnap や PatSeer のようなエンタープライズプラットフォームを

活用する。 

このハイブリッド・ワークフローは、AI の真の価値が人間の専門家を「代替」することにある



のではなく、彼らに強力な新しいツールキットを提供し、その能力を「増強」することにある

ことを示している。専門家の役割は、手作業の調査員から、どのツールをいつ、どのように展

開し、統合された結果をどう解釈するかを判断する、洗練された戦略家へと進化していく。 

 

7.3 導入に向けた戦略的提言 
 

● R&D チームおよび個人発明家へ： 
Perplexity Patents や PQAI のようなアクセスしやすいツールを初期段階の検証に積極的

に活用し、「より早く失敗し、より効果的に改善する」サイクルを実践すべきである。た

だし、これらのツールの限界を認識し、その結果に基づいて重大な投資判断を下す前に

は、必ず専門の IP アドバイザーに相談することが不可欠である。 
● 企業の知財部門および法律事務所へ： 

これらのツールを単一のカテゴリーとして捉えるべきではない。自社の特定のワークフロ

ー（特許性調査、FTO、無効化など）に対して、異なる方法論（セマンティック、引用、

グラフ）を評価するためのパイロットプログラムを実施することが推奨される。専門家

を、熟練したブール検索者から、熟練した AI ツール・オーケストレーターへと変革する

ためのトレーニングに投資すべきである。最大の投資対効果（ROI）は、これらのツール

を活用して専門家を定型的な作業から解放し、より価値の高い戦略的分析に集中させるこ

とから生まれる。 
● Perplexity AI へ： 

プロフェッショナル市場での支持を得るためには、(1) 明確で法的に信頼できるデータプラ

イバシーと機密性に関するポリシーの策定、(2) 検索プロセスの透明性と防御可能性を向

上させる機能の実装、(3) 特許調査に特化したフィルターや分析機能のさらなる統合、の 3
点を優先的に取り組む必要がある。 
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